
活動レポート

新潟県CKDLN



新潟県CKDLN会について

2011年1月に新潟県腎不全学習会を発足
し、新潟県の腎不全療法に携わるスタッフ
で、年に1回学習会を企画して行っている。

新潟県腎不全学習会は、腎不全療法の
質の向上を目指すとともに、地域での健康、
福祉の貢献、スタッフ相互の交流、親睦に
寄与することを目標としている。



会のメンバー

• 三浦 美智子

• 児玉 由紀子

• 吉野 綾子

• 湯本 健吉

• 飯田 明美

• 新飯田 晶子

• 佐藤 正幸

• 田村 正明

（このうち新潟県内のDLN資格保有者４名）



活動状況

今年は・・・

第11回新潟腎不全学習会

開催日時：2024年7月28日

会場：新潟会場（新潟テルサ）

長岡会場（医療法人社団 喜多町診療所）

『腎臓リハビリテーションガイドとその実施状況』

演者 信楽園病院 腎臓内科

副部長 土田 洋平先生



新潟県は・・・

新潟県の長さは、九州の
長さとほぼ同様であり、参
加が難しい方もいられる
ため、今年からZOOMを
利用し、2会場で開催した。

長さが
ほぼ同じ

新潟県 九州



新潟会場と長岡会場の様子
新潟会場（新潟テルサ） 長岡会場（喜多町診療所）

新潟会場は１６名、長岡会場は４７名の６３名が参加しました。



今後の展望・問題点

・新潟県は、DLN資格保有者が徐々に減り、現在４名である。ま
た、勉強会を企画している世話人の中でも、部署移動などで腎
不全看護に関わっていない人が増えている状況となっている。

・DLN間では、現状報告や問題点など意見交換を行っているが、
勉強会は年に1回の企画・実施のみに留まっているのが現状で
ある。

今後、DLNを増やし、新潟県内の腎不全看護に携わっている
スタッフとの交流をめざしていきたい。
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